
 

 

小規模多機能ホーム福ちゃんの家 

平成 29年度 第 2回 運営推進会議 

（ 議事録 ） 

 

開催日時 平成 29年 7月 8日（土） １４：００～ 

開催場所 福ちゃんの家 2階コミュニティルーム「TSUDOI」 

 

運営推進委員 （※参加者のみ名前記載） 

下荒井町内会長   

下荒井地区民生委員 吉野 洋美 様  

七郷地域包括支援センター 所長 矢野 直美 様  

すず薬局六丁の目店 柳 利樹 様  

堀田 修クリニック 事務長 大山 道雄 様  

福ちゃんの家 利用者家族代表 高橋  博 様  

福ちゃんの家 職員 曽根 充啓 叶内 亜紀 

 手塚 美英子 澤橋 祐子 

 

 

     議  題 

１、 福ちゃんの家より報告 

２、 下荒井町内会様より 

３、 七郷地域包括支援センター様より 

４、 民生委員様より 

５、 すず薬局様より 

６、 堀田 修クリニック様より 

７、 その他 報告・連絡 など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

１、福ちゃんの家より報告 

 

（１） 事業所の登録状況 （平成 29年 7月 8日 現在） 

 要支援１ 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 

男  性 3名 0名 3名 1名 0名 0名 0名 

女  性 0名 1名 4名 4名 3名 3名 0名 

合  計 3名 1名 7名 5名 3名 3名 0名 

      合計 22 名登録 ・ 平均要介護度 2.11 ※要支援者は含まず 

  

 

 

・ 利用契約終了 

 I 様 （85歳 女性） 

  ご自宅で体調不良の為 6月 17日救急車で若林病院へ搬送。肺炎の為入院となる。 

  現在地域包括支援病棟にて退院に向けてリハビリ中。退院が決まり次第利用再開 

  となる予定。6月末で一旦利用終了 

 

 O 様 （72歳 女性） 

  5月 11日より入院していたが、入院長期化の為 5月末日で利用を終了とする。 

  現在も薬科大病院入院中。食事が出来ない為、胃瘻造設し経管栄養を開始する 

  こととなり、今後は施設入所の方向である。 

  

・ 新規利用契約 

  K 様 （89歳 女性 要介護 1） 

  6月 12日～利用開始 （大和町） 

  自宅で幻覚・幻聴が酷くなり他のデイサービスを利用したが継続できず、小規模の 

  利用はどうかと検討された。現在毎日通いサービスを利用し、週 2回の宿泊も入れ 

  家族様の介護負担の軽減を図っている。 
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（２） 事業所の事故報告（平成 29年 5月 1日～7月 7日） 

上記期間での事故報告について報告いたします。 

事 故 項 目 件  数（件） 詳   細 

転倒 ・ 転落 1 詳細は下記へ記載 

誤飲 ・ 誤嚥 0  

切 傷 等 0  

そ の 他 1  

車 輌 事 故 0  

事故詳細報告 

・O T 様 78歳 女性 

 5月 30日（火） 送迎車を降車時、送迎車のドアに衣類が引っかかり取ろうとしていた際に 

 自動ドアが作動し挟まってしまう。痛み軽度あり湿布対応する。後日病院受診するが打撲と 

 診断受け湿布での対応をする。現在完治 

 

・S T 様 88歳 女性 

 6月 2日（金） 職員他者介助中、急に立ち上がり勢いで椅子より転落。 

 腰の痛み訴えある。外傷、可動域確認するがなく、経過観察。その後痛みなどなく経過されている。 

 

ひやりハット報告 

ひやりハット 31件 別紙報告 

      ひやりハットの強化継続中で毎月貼り出しと集計を行っております。 

      大きな事故は無いものの細かなミスでの報告が上がっておりますので、十分注意し今後の 

      対応にあたりたいと思います。 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（３） 事業所活動報告 

・5月 16日 県民の森ピクニック 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

晴天の中でお弁当を持ってお出かけして来ました。 

食後は公園内を散歩し運動しました。 

 

 

 

 

 

 ・5月 29日 園芸活動 きゑ様の畑 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

畑には枝豆、キャベツ、ピーマン、南瓜、きゅうり など 9種類の野菜を栽培しています。 

少しずつ畑も拡大し野菜も大きくなってきています。 

 

 

 

 



・七郷小学校運動会見物 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

 

運動会見物に小学校までお散歩して来ました。天候が落ち着かない風の強い日でしたが、児童の 

プログラムを喜んで見ていました。 

小学校までの距離は散歩にもちょうど良く、いい運動になりました。 

 

・6月 8日・9日 うみの杜水族館見物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みなさんのリクエストがあった水族館へ。みなさんイルカも間近で見て 

大きな拍手を送っておりました。 

お昼は外食。フードコートで好きなものを選び食べて頂きました。 



・6月 19日 多賀城あやめ祭り見物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あやめ祭りが始まりニュースで流れると「あらー綺麗だねー」と皆さんからの連れて行っての 

リクエスト。翌日あやめを見物しに出かけてきました。 

色とりどりのあやめをバックに写真撮影をし、楽しんできました。 

 

 

・6月 27日 コメダ珈琲モーニング 

                         「たまには朝に美味しいコーヒーとトーストが 

                         いいなーと」本間様のリクエスト 

                         開店と同時にコメダ珈琲へモーニングに行って 

                         きました。厚切りのパンとコーヒーに大満足の 

                         笑顔を頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 



 

（４） 新入職員紹介 

兵藤 一真 介護福祉士 平成 29年 6月 1日採用 

佐藤 雅子 社会福祉士 

ケアマネージャー 

平成 29年 5月 25日採用 

LDF居宅介護支援事業所 配属 

澤橋 祐子 介護福祉士 平成 29年 6月 26日採用 

LDF訪問介護介護事業所 配属 

新たな職員が加わり、更に良いサービスに向けて取り組んで参ります。 

 

 

（５） 事例報告 

 

K 様 78歳 女性 （要介護１） 

新規利用相談者（契約待ち） 

 

霞目にて娘さんと 2人暮らし（ご主人は 7年前に他界） 

子供は娘さんが 2人。長女は泉区に住んでいるが疎遠。次女は同居だがこれまでもあまり 

関わりが無かった。 

5月初め、ガス業者の集金の際にお金を支払えなくなったと近所の家に助けを求める行動 

あり「ガスが止められそうなの・・・どうしたいいか分からない、助けて下さい」と。 

近所の方は話を聞きながらもつじつまが合わない事から地域包括へ連絡し、そこから 

訪問し本人様と会うことになる。 

ご家族の話を聞いても答えられない事から区役所も入り関係者を探しはじめる。兄妹の 

連絡先が分かり連絡をすると、娘と同居している事が分かる。 

認知症の疑いがある為病院受診を進め同時に要介護認定を受ける。 

診断は 脳血管性認知症とアルツハイマー型認知症の混合。 

認定の結果は要介護１となる。 

娘さんは仕事があり日中不在の為、出来れば通い利用をさせたい。人との関わりがあまり 

得意ではない無いので慣れるまでは訪問での対応をしてほしいと希望。 

 

7月 7日ご自宅を訪問。今後の利用方法についてお話を進める。 

ご本人様は自分がどこかに入れられるのではという不安から少し興奮された為、順を追って 

説明しその場の理解はされた様子。 

少しずつ関係性を作っていく必要がある。 

 

考察 

ご近所の関係が希薄にはっている現在、近隣の方の家族構成も分からない状態になっている。 

近所の方が家族構成を知っていれば容易に娘さんと連絡が取れたケースと考える。認知症の 

方が多くなっている現在、近所の方、民生委員、地域包括支援センターの支援の大切さを 

感じた事例であった。 

 

 



（民生委員様より） 

・6月 8日 民生委員の定例会開催 

 平成 29年在宅高齢者世帯調査の実施について話し合う。 

 若林区内の対象高齢者数 1481名 

 七郷地区の対象高齢者数 309名 

 現在それぞれのご自宅への訪問を行い調査をしている。 

・6月 28日 つむぐカフェ七郷への参加 

 これまで荒井広瀬の福祉委員さんが運営を行って下さっていたことを知り、同じ 

 七郷地区の行事としてこれからは運営にも参加させて頂くことになりました。 

 地区での周知も今後行っていきたい。 

 

今後の予定 

・下荒井、四ツ谷の民生委員の集まり 

・7月 29日（土）下荒井地区の盆踊り 

 

 

 

 

（七郷地域包括支援センター様より） 

・現在相談件数が多数寄せられている状態。中には困難なケースも相談がある。 

 （認知症に関する相談） 

  要介護 5の妻を要介護２の夫が介護するケース。 

  被害妄想が強くお金が盗られたなど被害妄想があり、今後在宅生活を続ける 

  為に必要な支援を行っている。 

 （虐待の相談） 

  自宅での暴力を受けている方の相談あり。同居家族も精神疾患を患い、虐待を 

  防ぐこと、支援する事も困難で区役所とも相談し緊急に隔離を行った。 

   

今後の活動について 

 ・7月 14日・28日 七郷メンズクラブ開催  

 男性限定でのサロンの開催。囲碁・将棋・麻雀・花札など、男性が楽しめる内容 

 で開催を行う。 

 

 ・9月 7日～ 下荒井運動教室 

 セントラルスポーツのインストラクターを招き、介護予防の運動教室を開催します。 

 

 ・10月 11日（水） 

 七郷市民センターにて栄養教室 

 セントケアの栄養士さんを招き、食生活の振返りを行う栄養教室を開催します。 

   

 

 



（事業所サービス評価） 

・地域かかわりシートに関してのディスカッションを行いました。 

 項目ごとにご意見を頂き、まとめたものを今年度のサービス評価として公表を 

 させて頂くことになりました。 

 

 

（その他） 

・事業所と地域の関わり方について 民生委員様より 

 地区の行事等に参加するだけでなく、事業所に地区の方が来る機会も作ってみては 

 どうか、その一つとして料理教室を一緒にしてみたいとの意見と協力を頂きました。 

 せっかくであれば、認知症カフェ開催時に提供するお菓子を地区の方と事業所の職員・ 

 利用者様で一緒に調理をすることにし 7月より話を進める事になる。 

 今後は在宅での介護食調理などもプログラムに入れ地域への発信と地域の方の参加を 

 募っていきたいと思います。 


